
日本人がナミビアに観光目的で入国する場合、３ヶ月以内の滞在で有ればビザは不要。

パスポートの残存有効期限は6ヶ月以上必要。詳細は在中国ナミビア大使館又は本国外務省にお問い合わせ下さい。

公用語は英語。アフリカーンス、ドイツ語、各民族語（約２７言語）。

通貨はナミビアドル（ＮＡＤ）、1ＮＡＤ = 約12円（2010年５月現在）。南アフリカ・ランド（ＺＡＲ）も通用します。１ＮＡＤ＝１ＺＡＲ。両替は
各空港及びホテル、銀行などで。

ナミビアドルは海外では流通していませんので帰国時に再両替。少額で有れば使い切る方が得策です。

クレジットカードはVISA、Masterが便利。

スピリッツ1リットルとワイン2リットル、香水50ミリリットル、タバコ類400本までが免税。
  

ナミビアは一年の３００日以上が晴れの乾燥気候。9月より４月が夏季、10月より４月が雨季。年間の降雨量は海岸沿岸地域で

50ミリ以下、中央地域で350ミリ、北東部で700ミリ。朝晩は冷え込むため長袖や防寒の用意が必要。

都市部以外は未舗装の為、埃よけのマスク、バンダナなどが必需品。

ホテル、レストランなどではチップが必要。食事代金のおよそ10%程度が目安。

銀行　平日　09:00-15:30　土　09:00 - 11:00

軍事関連施設や警官、軍人、政府関連施設の写真撮影は禁止されている。また現地の人を撮影する時は必ず許可を得てから。

移動中の動物撮影にはズームレンズや望遠レンズがお勧め。また、フィルムは現地で購入すると高いので、多目に用意した方が良い。
 

電圧が220～240ボルト(50サイクル)。日本の製品は変圧器が必要。プラグは主にB3。
  

水道水は飲用可では有るがホテル、ロッジではミネラルウォーターの利用をお勧めします。

サマータイム、９月最初の日曜日より４月の最初の日曜日までＧＭＴより２時間先。ウインタータイム、４月最初の日曜日より

9月最初の日曜日までＧＭＴより１時間先。

*** 外務省海外渡航者向け安全ホームページ  (http://www.mofa.go.jp/pubanzen/)
ウインドホークなどの一部を除き、一般的に良好。ただし、パスポートや現金などの貴重品を車の中やロッジの部屋に放置しないこと。

また、ウインドホークでは、夜間の外出は必ず控えること。

=注意事項=
1. 黄熱病
　　経由地（インド経由など）によっては、黄熱病の予防接種が義務づけられています。１回接種で、10年間有効。出発日の10日前まで
　　に検疫所で接種して下さい。詳細は、全国の検疫所でご確認下さい。

2. マラリア
　　ナミビア北部地帯などではマラリアの発生率は低いと言われていますが、心配な場合は必ず医師とご相談の上、予防薬を

　　服用して下さい（副作用がある場合があります）。また、予防策として、虫除けスプレーなどをお持ちいただくと良いです。

　　（蚊帳はロッジで用意してあるところもあります）
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